『倭語類解』の日本漢字音とその記載方法との関連について by 成, 暿慶
「倭語類解」(-八0六年前後刊）は、朝鮮資料における唯一
の 日 本 語 語 彙 集 で あ る 。 こ の 密 に 収 め ら れ た 語 彙 は 、 そ の 範 囲 が必ずしも広いとはいえないところもあるが、朝鮮における訳科充実 の た め に 使 わ れ た 日 本 話 の 学 習 書 で あ っ た 点 、 ま た 日 常 生 活 と密 接 な 関 係 を 持 つ 話 が 多 く 採 ら れ て い る 点 か ら 、 当 時 英 際 に 使 われ た 酋 葉 で あ る 可 能 性 が 非 常 に 高 い と 思 わ れ る 。
本租では、『倭語類解
j
の 体 裁 、 つ ま り 記 戟 方 法 を 分 析 す る こ
と に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 体 裁 で 記 戟 さ れ て い る 日 本 漢 字 音 の 性 格を 明 ら か に し た い 。． 従 来 「 倭 語 類 解 」 の 板 本 と し て は 、 旧 金 沢 庄 三 郎 所 蔵 、 現 永 平寺 所 蔵 『 倭 藉 類 解 」 の み が 知 ら れ て い た が 、 昭 和 六 十 年 に 韓 国 国
在1)
立中央図書館にも一本所蔵されていることが明らかになった。
二
、
「倭語類解
j
一、
はじめに
の本文の体裁について
『倭語類解」
の日本漢字音とその記載方法との関連について
成
嗜
慶
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永 平 寺 本 『 倭 藷 類 解
j
の本文の体裁については、浜田氏の「倭
ei 2 ) 
語 類 解 解 説 」 を 引 用 す る 。
漢字が見出しとして掲げ
ら
れ、その下に双記して右には見出
し漢字に当る朝鮮語（その飛後の一字は原則として、見出し漢 字 の 朝 鮮 字 音 で あ る ） を 、 ま た 、 左 に は 、 見 出 し 漢 字 の 日本字 音 を 、 さ ら に そ の 下 に 0 印 を 介 し て 、 見 出 し 話 に 対 す る日 本 語 を 、 い ず れ も す ぺ て 筍 文 を も っ て 注 し て い る 。
こ の よ う に 浜 田 氏 は
『 倭 話 類 解 』 の 本 文 の 体 裁 を 一 っ し か 掲 げ
て い な い 。
しかし私見によれば、「倭語類解
j
の本文の
日本語・
日 本 字 音 の 記 戟 の 有 無 と 位 置 を 細 分 す る こ と に よ っ て 、 浜 田 氏 が指 摘 し て い る 体 裁 （ 原 則 的 な 体 裁 ） 以 外 に 、 以 下 で 詳 述 す る 例 外的 な 体 裁 も 二 植 類 認 め ら れ る こ と が で き 、 合 わ せ て 三 種 類 に 分 類
（住3〉
さ れ る 。
．
原 則 的 な 体 哉 と 二 種 類 の 例 外 的 な 体 裁 は 、 ど ん な 意 図 に よ っ て
「倭語類解」
にお
け
る日本漢字音の性格については、節者は
す
a`
〉
でに
別の観点から述ぺたことがある。すなわち、『倭話類解」の日本漢字音を中間において、『倭語類
解』と
性質が似通ったキリシタン資料の「落葉集」（艇長一――(­
五九八）年刊）から現代の日本漢字音へという字音の流れに照らして
見ると
、「倭語類解」の日
本漢字音は一般的な傾向に合致す
るもの以外に、合致しな
いも
の（「学」（カク）「在」（サ
イ）「罪」
（サイ）「暫」
（サン）「樹」
（シュ） 普 セ
ン）
「蔵」（ソ
ウ）
「談」（タ
ン）
「而」（テ
ン）
「動」（ト
ウ）
「独」（ト
ク）
などの渋
音表記、
ある
いは「減」
（ガン）
「惑」（コ
ク）「受」（シュ
ウ）
「授」（シュ
ウ）
「稲」（ショ
ウ）
「要」（セ
イ）
「際」（セ
イ）
「応」
（ヨ
ウ）
「聴」（テ
イ）
「嫡」（テ
キ）
「埋」（パ
イ）
「匹ク」（ポ
ウ）
な
どの日本淡字音の表記）が意外に多く見られる。
これらの一般的
な領向に合致しない字音は『倭
語類解」
と成立時期が最も近い
『倭漢音釈世言
字考節用集」（横烏昭武編、
享保二(-七
一七）
年刊）に
も少し見られるにすぎない。
『倭栢類解
j
での見出し漢字に対する日本漢
字音は、
呉音・漢
音を問わず、
原則と
して
ただーつのみであり、
それに対する朝鮮
、「倭語類解
j
の日本語漢字音と
その記戟方法との関連
分けられていた
のであろうか。
漢字音が一っ挙げられて
いる
。
この『倭罪類解」の日本漢字音の
施し方を考慮し
、さ
らに当時の梱学者、
太宰春台の著した「倭照
要領」（享保十三（一七二八）年刊）
の「
倭音」
という概念を取
り入れて、
箪者は
、「倭語類解
j
の日本漢字音は、
旅音
（唐音）
に対し
、倭
音
（呉音・清音）が施されていたと結論．つけた。
その
理由は次の三点である。
0「倭照要領」の
「倭音正誤」で取り上げられてい
る日本字
音と
一致するものが多く見られる。
0華音、
つまり唐音が
殆ど
見当たらない。
◎「倭語類邑の編纂に協力したと言われる備学者、雨森芳
洲の影響で、
漢文を訓読する際の紐書
音、
つまり倭音が付
されていたと推定される。
しかし、
日本漢字音の記載方法を分類すること
によっ
て、「倭
括類邑の日本磁字音の性格もさ
らに明ら
かにな
ると思われる。
『倭語類解
j
の本文の体裁は、
日本洪字音の位腔により大きく
ettsl 
次の三つ
に分類すること
が出来る。
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二種類の字音が消濁のみで異なるこれらの見出し渓字は、「倭
話類沼」の「上の日木字音」としてすぺて泊音、
つまり渓音のみ
が記載さ
れている。
しか
しこの種の
淡字の音は、「落業集
j
や
祠淡音釈魯哲字考節用集」な
どの
沢科に
は「仕」「治」「地」
「神」に梢音（泌音）と濁音（呉音）の丙方が見られるだけで、
｛れ10}
他はすべて面音（兵音）
が示されている。
罰鋭
j
の「濁音字」と関述し
て、
松井氏は、
延宝二年刊「漿
分飢略
j
(中村暢斎紺
一六七四年刊）の渓字音及ぴ表記に見ら
学暫樹楊伐善蔵⑯独房盆仕治地神奪
ー、
原則的な体裁
この体裁は全体の八七・三％を占め
ている。
この体裁で記栽さ
れている「上の日本字音」は、
呉音・渓音を問わず、
一字一音で
ある。「裕菜集
J
.
[$語類解
j•
現代の日本没字音の比較から
見られ 字音の流れの一般的な傾向に合致しない字音は、
この脱
則的な体故によるものが多く見られる。
また、
原則的な体裁で記載され、
一般的な傾向に合致しないも
のには、「領鋭
j
の「濁音字」に屁し、
二種類の字音が泊濁のみ
で異なる淡字が次のよう 見られる。
このうち「奪」のみ、
梢音
が淡音、
濁音が伯用音という対応を成しており
他はすぺて梢音
(It,
）
が淡音、
濁音が共音という対応である。
れる第三の特徴として、「
梢音符号と濁点との掲出字の右府に加
点することによって、
泊音形と濁音形の二種類の漢字音を表示し
ている」と述ぺている。
さらに近世の淡学において、「濁音字」
の漢字音の梢濁がどの うに使い分けられていたかについて次の
CItll) 
ように首及してい 。
盛典、
貝原益軒、太宰邪台はそれぞれの消也「読牲語心編j‘
「点例
J
(元禄十六年）、「倭説要領
j
(亨保十三年刊）におい
て泌文訓読音（淡文を読み下す時に交える字音）には深音を用いることを原則とすると述ぺている。
これは、
流禄や学問
のレペルによって迩いは
あった
かもしれない
が実際に行われ
ていたのであ
。
右で列挙した＾濁音字〉に、
渇音形（呉
音・悧用音II一般通用音）のほかに消音形（淡音11概して読杏音）が表示されているのはそ ためである。
このよう
な近他の淡学におけ
る淡字音の使い分けと
、E5
鋭」
の「濁音字」が「倭蹄類解」では、
原則的な体裁を持ちながら、
fW音
（淡音）を施されていることを考慇す
と、
原則的な体裁で
記戟されている「上の8本字音
」は、
漢文を訓読する際の「淡文
訓読音」ではな かと思われる。
また、
原則的な体故で記戟されている淡字音のうちに、
漢音だ
けではなく、
呉音続みも若干示されていることは見逃せない。例
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えば、「香」「正」「京」
「
亡」「目」などは、漢音読みの
「キョウ」
「セイ」「ケイ」「ポウ
」「ポク」は見当たらず、共音読みの「コ
ウ」
「ショウ」「キョウ」「モウ」「モク」のみ
が示されている。こ
れらの呉音も「佐音」つまり
「渓文訓続音
」として扱われていた
からであろう。
2、例外的な体裁（イ）この体裁では日本樅字音が二つ付され
てい
る。原則的な体裁に
おける日本絣の代わりにもうーつの日本字音が施され、一字一音ではなく、一字二音（「上の
日本字音」と「下の日本字音」）の体
裁になってい 。
この体裁で記戟されている見出し淡字は七九字あるが、「上の
日本字音」と「下の日本字音」をそれぞれ8本漢字音の性質から分類すると次のようになる。
の日本
字音ー呉音形九例、漢音形六十一例、呉音・漢音
の同形七例、呉音・恨用音の同形二例
L
下の日本字音ー呉音形五十三例に答形八例、悧用音形十
八例、肘音形一例
つまり、「上の日本字音」は漢音形が
圧倒的に多く、呉音形と
呉音・淡音の同形も倣かながら見られる。しか
し、「下の日本字
音」は逆に 形が少なく、呉音形と恨用音形が圧捐的に多い。した
がって、「上の日木字音
」と「下の日
本字音」との間には、
kap
,cyar 
pti 
粁
ha1.i 
それぞれの
「上の日本字音」にはho,
'u
ha
,1の消音（淡音）
形で、「下の
日木字音」にはmpo,
'u、mpa,•Iの濁音（呉音）形で
施されている。
このような「而音字」については原則的な体裁に関する箇所で
すでに述べた通りであるが、近泄の淡学における淡字音の使い分け、消音（泌音）＂漢文訓読の字音、濁音（共音・慨用音）＂一般通用の字音ということを考磁す と
例外的な体裁（イ）の二つ
の字音
は、「上の日本字音」
は漢文訓説の字音、「下の日木字音」
は一般通用の字音、 区分されたの はないかと思われる。
pao 
koao 
膀眈
ho,
'u 
． 
0mpa,l 0m
同
'u＇ko,
'u
ko,
'u 
（上巻
〈上巻
――-） 
六）
日本漢字音の性代上、大きな附たりが存在すると言える。すなわち、「上の日本字音」は原則的 体故の「上の日本字音」と同じように淡文訓読のための字音で
あり、「下の日本字音」
は原則的
な体裁の日本語と同じように当時の一般通用の字音であった 思われる。
さらに、一字―一音の体故でありながら、「韻鋭」の「濁音字」
に屈する見出し漢字に消音（浪音）と濁音（共音）が同時に示された例が次のように見られる。
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1、
2、
で述ぺた「
nn
芭の「渇音字」の記戟方法を綜合する
と、
その特徴は、
泊音（浜文訓読の字音）が0印の上に、
濁音
（一般通用の字音）が
0
印の下に、
という施し方であったと思わ
れる
。
3、
例外的な体裁（口）
この体裁は、
見出し漢字に対するB本字音が一字一音である点
で、
原則的な体裁と同じであるが、
原則のB本字音のところが欠
t13) 
けて、
0印の下の日本栢の代わりに日本字音が付されている。
こ
の体裁で記戟された見出し漢字は「粕神」「王
J
「屈帝」「旦后」
などで、
その見出し秘字に対する訓読み（日本紐）あるいは他の
字音読みが存在しないものが多く見られる。
また、
この体裁の
「下のB本字音」は「洛菜芭ゃ祠淡音釈肉言字考節用也で多く取り上げられていることから、
一般に通用していた字音で
あったと思われる
。
この体故と関述して、
H倭語類邑の最後の門である「日本官
名」
・
「信行所経地名」の体裁は、
一ー九例すぺてが胤則的な体
裁の「上のB本字音」のところは欠けて、
固布船（訓説み）、
字
音話（音絞み）を問わず、
原則的な体裁の「日本匝」のところに
記戟されている。
これらの官名、
地名が唯一の一般通用の読みJj
であったからであろう。
四、
まとめ
「倭栢類邑の日本淡字音の性格は、
その記載方法から見ると、
次の三つに大別することが出来よう。
1、
原則的な体裁ー
�ー「上の日本字音」＂浪文調読の字音、
日本語＂一般通用のB本語
2、
例外的な体政（イ）ー「上の日本字音」＂淡文訓読の字音、
「下のB＊字音」＂一般通用の字音
3、
例外的な体裁（口）ー「下の日本字音」
11
一般通用の性格
が強い字音
以上、「倭栢類招」の日本跛字音の性格をそれぞれの体故と関
辿つけて考察してきた。
その結果、祠語類招」は、
一方では洪
文訓説の字音を、
他方では一般通用の字音を、
それぞれの体裁に
分けて記栽したのではないかと考えられる。
（注）
注ー、
安田双（一九八六）「韓国国立巾央図杏館蔵『依甜類芭」
(I
困領国
文j五五I四）参照。
閉、
京祁大学国話学OO文学研究室編
（元五八）「ifinfi類招
本文、
罰、
漢字索引」（腐大学国文学会）所収の「倭熊倍解説」参
照
。
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注3、
拙税(-九九一）「「依油類招」の刊本と写
本の
体紋比枚
1Wj
代川
写本「和絣類包の尿本復元の試みからーー」（「東北大学文学部B本甜学科論集」第一牙）を参照されたい。
なお、ここで
は、「依甜類芭の8本淡字立2の性格を考咲するこ
とに目的があるので、
朝舒甜•朝糾字存の細分による体紋の区分は
考艇しない。
注4、
箪者「朝鮮打科に於け 日本漢字荘の性格ーー＇「俊甜類紹」を巾｀心としてーー」（昭和六十三年困狛学会春 大会口頭発表）。「旧拍学
j
第一五四集にその要旨が掲載されている。
注5、
以下、「倭紐類招
j
のハングルのローマ字転写は浜田
牧•
土井洋
-•安田平（一九五九）「
ft
糾如舒考」（「囚瓶国文
j
二八ノ九）所
収の「因語表記泊文仮名対照表」 従った。
注6、
見出し汎字が爪字の場合は朝鮮甜•朝鮮字t11が両方付されているが、複合研の楊合は朝針 音のみ付されているため、
悧針甜（潤読み）
の部分を便宜上、
点線で示した。
注7、
以下、「佐語類肝
j
の用例を掲げる湯合、前掲注2の
i凩祁大学
oo
甜
学国文学研究室編(-九五九）「佐而類招
j
の柑製本の頁を以て示
す
。
注8、
以下では便宜上、
0印の左上の日本字音を「上の日本字在」と呼び、
0印の の口本字音を「下の日本字音」と呼ぷ。
なお、
例外的な体裁（イ）
・（
口）の
「下の日本字{u」を日本訴
の単油とする見方もあるが、
厭別的な体紋に紺されている「口本
沿Jがいわゆる固布罪�（潤読み）であるのに対 て、例外的な体裁
（イ）
・
（口）で5曲収されているのは字汗賄（汗読み）であるとい
う点で、
面者は異なる性質のものである
。
注9、「fJI鋭
j
は馬潤和夫（一九七0)「飢泣校本と広糾索引（新訂版）
j
（森llj党秒店）を参照した。
注10、「洛菜集
j
は、
原都大学国叫叩学国文学研究室紺(-九六二）「庄長三
年耶蘇会板落染集
j
（京都大学回文学会）と小島＊枝
(i
九七八）
「耶麻会板
落菜集総索引
j
（笠間jlf"院）を使用した。
r佐浪t品恐．固字名節用化」は、中田祝夫・小林祥次郎(-九七
三）「ilf目字名節用北研究並ぴにポ引
J
(風間柑院）を使Illした。
it11、
松井利彦(-九七六）「近世前半期の淡字{11の祈濁」（「旧甜囚文」四五ノー）参照。
注12、「下の日本字名」の稔計が全体字数七九例より一例多いのは、
見出
し漢字「月」に対して「下の日本字音
J
が二つ付されているからで
ある
。
注13、
安田れ(-九六七）「類解孜」（「立命館文学
j
二六四、「中枇国紺と
帆鮮沢科
j
に所収）の注二十で氏は、
この体裁で記戟されている日
本淡字窃の存在慈味が妍し雑い、
と疑間を氾いている。
（その他の参考文献）
大友侶一（一九五九）「「桑戟叩泊
j
による国訴守の研究」（「文芸研究」
三
三）
小介辿平（一九六七）「増訂袖 朝肝語学史」(JJ江柑院）加必彩彦．iltlB良文紺 八三 窃川淡午辞典j（桜楓社）
スム・ーゴル
米田店（一九七一）「抄物に於ける梢渇 記について 「OO糾学
j
祁八
四集）
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